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◇カーボンニュートラルに向けた需要側の取組の方向性（政策動向）

2021年12月24日 資源エネルギー庁
第36回省エネルギー委員会事務局資料

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023



【参考】◇エネルギーの使用の合理化等に関する法律（省エネ法）の概要

資源エネルギー庁 パンフレット
2023年４月～ 省エネ法が替わります より抜粋

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023



5

◇エネルギーの使用の合理化等に関する法律（省エネ法）の概要

北海道で400事業者
(全国で約12,000事業者)

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023
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【参考】◇省エネ最適化診断の診断対象と診断メニュー

⚫ 診断対象は以下のいずれかの条件に該当する場合となります

➢中小企業者（中小企業基本法に定める中小企業者）

事業所の年間エネルギー使用量（原油換算値）が1,500kL以上の場合、 ※１を除く

➢会社法上の会社に該当せず、年間エネルギー使用量(原油換算値)※2が、原則として100kL以上

1,500kL未満の工場・ビル等

 （但し、100kL未満でも、低圧電力、高圧電力もしくは特別高圧電力で受電している場合は可）

 ※１ ①資本金又は出資金が５億円以上の法人に直接又は間接に100％の株式を保有される中小・小規模事業者

（但し、資本金又は出資金が５億円以上の法人が中小企業の場合は適用しない）

  ②直近過去３年分の各年又は各事業年度の課税所得の年平均額が15億円を超える中小・小規模事業者

※２ 年間エネルギー使用量（原油換算値）は、令和5年4月から施行される改正省エネ法に基づき算定します（非化石エネルギーを含みます）

尚、診断件数は原則１事業者１件ですが、中小企業庁が実施している「経営革新計画」認定企業（中小企業）は、優遇措置として２件可能です

診断メニュー
年間エネルギー使用量目安

（原油換算値）
料金（税込）

A 診断
専門家１人で診断するメニュー
（説明会もセット）

300kL未満 10,450円

B 診断
（※3）

専門家2人で診断するメニュー
（説明会もセット：専門家１人で対応）

300kL以上～1,500kL未満 16,500円

大規模診断
（※4）

事前打合せ＋専門家２人診断
（説明会もセット：専門家２人で対応）

1,500kL以上 23,100円

(※3） 300kl未満でも、ボイラーや大型空調機等、熱を利用する設備を多数お持ちの事業所や、比較的規模の大きな事業所 等

(※4) 大規模診断は、診断対象事業者のうち、中小企業者(※１除く）に該当する事業者のみが対象

（注）診断費用の振込手数料等はお申込先様のご負担となります

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023
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【参考】◇省エネ最適化診断の流れ

【お申込手続き】

➢「省エネ・節電ポータルサイト（shindan-net.jp)」にアクセスし、申込書（エクセル）をダウンロード

➢申込書に必要事項を記載の上、省エネ診断事務局にメール、FAX、郵送で送付

➢記載内容が診断条件に合致した場合、省エネ診断事務局から請求書を送付

➢入金が確認されて段階で手続きは終了となります。

【診断の流れ】

➢入金確認後、診断可能な日程について日程調整を行います。 ※診断可能な期間は上記サイトに表示

➢調整した日程に基づき、現地診断を行います。

➢診断実施後、約１か月を目途に報告書を作成し、送付いたします。

【診断結果説明会】

➢報告書の内容について、説明会を実施します。

➢説明会の日程については、原則、診断実施時に調整させていただきます。

お支払い
入金確認

現地
診断

お申込み
請求書
送付

請書・領収書

送付
報告書
提出

診断結果
説明会

省エネ最適化診断の流れ

診断から
約１か月後

報告書提出から
約2週間後

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023



9

 
 【参考】◇省エネ最適化診断の概要（現地診断）

時間 実施内容

午前

エネルギー関連データの確認
・月、日ごとのエネルギー使用量
・最大電力(電気料金請求書) 等
設備図面や保守・点検データ等の確認
エネルギー管理状況についてのヒアリング等

午後

設備の使用状況、運転・保守状況の確認
・計測器によるCO2濃度、断熱の状況等把握
現場において、省エネの着眼点等のアドバイス
当日のまとめ
・エネルギー管理状況
・省エネ提案の概要等

＜現地診断スケジュールの一例＞

＜現場でのエネルギー使用状況確認＞

＜赤外線カメラによる熱の漏れ測定＞

➢ 申込み・入金確認後、訪問日程を調整し、エネルギーの専門家が現地診断を実施します。（1日）

➢ 現地診断では、エネルギー関連データ、設備図面、エネルギー管理状況や、現場で設備運転状況、

エネルギー使用状況等の確認を行います。

現地
診断

報告書
提出

診断結果
説明会

申込・お支払

省エネ最適化診断の流れ

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023
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【参考】◇省エネ最適化診断の概要（報告書）

＜エネルギー管理状態の評価＞
工場等判断基準のチェック等
エネルギー管理体制等

＜同業他社とのエネルギー使用量比較＞

エネルギー使用状況の見える化

運用改善

投資改善

➢ 報告書は、エネルギーの管理・使用状況の分析に基づくアドバイスと具体的な省エネ・再エネ提案で構成

➢ 省エネ最適化提案は、費用のかからない「運用改善」、効果の大きい「投資改善」及び「再エネ提案」に

ついて、提案項目ごとに省エネ量、エネルギーコスト削減額、投資回収年数等を具体的に算出

報告書のレポート（例）

エネルギー管理状況 同業種におけるエネルギー使用状況 具体的な省エネ・再エネ提案

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023
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【参考】◇省エネ最適化診断の概要（診断結果説明会）

対 象 受診事業者の経営層、エネルギー管理担当者等

主な

説明内容

・エネルギー使用状況に関する分析結果の説明と改善方法の提案

・特に受診事業者が希望する事項等についてアドバイス

・提案内容の具体的な実施方法と留意点(現場での指導を含む)

・提案のシミュレーションや具体的チューニング方法等の説明

・補助金情報、活用についてのアドバイス 等

＜診断結果説明会の概要＞ ＜受診事業者への説明＞

現地
診断

報告書
提出

診断結果
説明会

申込・お支払

➢ 省エネ提案項目の実施率を高めるために、また、省エネが経費削減と直結していることをご理解いただく

ためには、受診事業者の経営層やエネルギー管理者等に、報告書の内容について充分理解していただく

ことが重要であることから、経営層も含めた結果説明会を開催

➢ 省エネ提案項目を適切に実行できるように報告書の内容を丁寧にわかりやすく説明

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023
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◆【参考】省エネお助け隊（執行団体SII＜一般社団法人 環境共創イニシアチブ＞)
「省エネお助け隊」は、経済産業省資源エネルギー庁の「地域プラットフォーム構築事業」で採択された
地域密着型の省エネ支援団体です。

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023

【参考】◇省エネお助け隊

https://www.shoene-portal.jp/



1.はじめに

2.省エネ最適化診断のご紹介

3.省エネ提案事例から

4.省エネルギーセンターからの支援サービス

内 容

13Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023



◇北海道におけるビルの省エネ提案事例の紹介から

14

0

⚫ ビルは工場と違い、その規模・用途によって、使用形態が変わるものの、利用するビル設
備はほぼ共通している。そのため省エネポイントの傾向がつかみやすい。

⚫ そこで過去の省エネ(最適化)診断から、どの提案項目がどれだけ提案したか集計した。

【調査対象】
R01～03年 省エネ（最適化）診断（ビル）

診断件数：55件
全提案項目数：356項目

運用改善提案：125件（全体の約1/3）

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023



◇照明・非常灯などのLED化診断事例

15

0

⚫ 札幌市内 シティホテル 延べ床面積 約26,000㎡
⚫ 客室228室、レストラン3店の他ラウンジ、大小宴会場などを備えた大型ホテル

➢ 2014年より、ロビー、客室などＬＥＤ化について早くから検討を進めていた。

➢ 約5年の歳月をかけて取替を行ったが、省エネ診断時に避難誘導灯・非常灯などが
LED化されていないとの指摘を受ける

➢ これまでのLED化での削減額から、更に10％の削減額上積み効果あり！

※当該ホテルの写真ではありません

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023
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⚫ ビルは工場と違い、その規模・用途によって、使用形態が変わるものの、利用するビル設
備はほぼ共通している。そのため省エネポイントの傾向がつかみやすい。

⚫ そこで過去の省エネ(最適化)診断から、どの提案項目がどれだけ提案したか集計した。

【調査対象】
R01～03年 省エネ（最適化）診断（ビル）

診断件数：55件
全提案項目数：356件

運用改善提案：125件（全体の約1/3）

◇北海道におけるビルの省エネ提案事例の紹介から



◇設備利用の運用改善・設定温度などの変更

17

0
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⚫ 東京都 事務所ビル 従業員60名 の取組み
⚫ 設備更新後、リモコン脇に表示した

2014年より、ロビー、客室などＬＥＤ化について早くから検討を進めていた。

管理会社と連携し、電球のみ取替可能なものから着手。次に器具取替が必要なところという形で

順次取替を進める。

約5年の歳月をかけて取替を行ったが、省エネ診断時に避難誘導灯・非常灯などがLED化されてい
ないとの指摘を受ける

これまでのLED化での削減額から、更に10％の削減額上積み効果あり！



◇設備利用の運用改善・設定温度などの変更
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0

・各階リモコン脇に設定リスト
を提示

・利用方法とデフォルト設定を
社員で共有

・設定をできるだけ自動化

⚫ 東京都 事務所ビル 従業員60名 の取組み
⚫ 設備更新後、リモコン脇に表示した

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023



◇設備利用の運用改善・設定温度などの変更
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⚫ 診断を契機とした省エネ活動の活性化

対策 実施事項と効果

省エネ推進体制
（全員参加のエネルギー管理体制）

省エネ診断をきっかけに「省エネ推進委員会」を立ち上げて
施設スタッフの省エネ意識高揚を図った。活動の結果、水道、
電力量やそれら費用など積極的に掲示して啓もう活動を
行った。

[成果]

省エネ診断受診によって目覚めた省エネ意識が施設全体に広がった。

無駄な部分を数値で示されて、「できることからやる」モチベーションにつながった

省エネに対する意識変化がスタッフの日々の注意点（電灯や空調スイッチなど）に影響を与えている

すぐに実施できる活動から

・日中の窓際等、不要照明の消灯

・点灯時間管理の徹底による、年間点灯時間の短縮

・温暖な時期の便座ヒータ停止

・調整可能な水栓類の水量調整



◇北海道におけるビルの省エネ提案事例の紹介から
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⚫ ビルは工場と違い、その規模・用途によって、使用形態が変わるものの、利用するビル設
備はほぼ共通している。そのため省エネポイントの傾向がつかみやすい。

⚫ そこで過去の省エネ(最適化)診断から、どの提案項目がどれだけ提案したか集計した。

【調査対象】
R01～03年 省エネ（最適化）診断（ビル）

診断件数：55件
全提案項目数：356件

運用改善提案：125件（全体の約1/3）
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◇デマンド監視装置の導入

21

0

⚫ 契約電力を下げる目的だけでなく、エネルギー使用状況を“見える化”することが有効
⚫ いつ、どこで、どのくらい、何の目的で使われているのか分析する上で特に有効

モニタ付きデマンド監視装置の一例

計測機本体(クリップ付き)H社カタログより

【参考】簡易な機器による電力使用量の測定

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023
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⚫ 省エネルギーガイドブックによる省エネチェック項目で確認
⚫ 動画による省エネ事例の紹介

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023

◇エネルギー管理に対する支援

https://www.shindan-net.jp/

https://www.shindan-net.jp/
https://www.shindan-net.jp/catalog/
https://www.shindan-net.jp/movie_ch/
https://www.shindan-net.jp/catalog/
https://www.shindan-net.jp/
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⚫ セルフ診断ツール

◇エネルギー管理に対する支援

https://www.shindan-net.jp/selfcheck/

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023

https://www.shindan-net.jp/selfcheck/
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⚫ 省エネ・脱炭素エキスパート検定 《ネットで受検》

◇エネルギー管理に対する人材育成支援

認定書の交付

https://www.eccj.or.jp/expert/index.html

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023

https://www.eccj.or.jp/expert/index.html


26

⚫ エネルギー管理講習「新規講習」

◇エネルギー管理に対する人材育成支援

https://www.eccj.or.jp/education/tech/index.html

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023

https://www.eccj.or.jp/education/tech/index.html
https://www.eccj.or.jp/education/tech/index.html
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⚫ 賛助会員募集のお知らせ

◇賛助会員募集

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023



ご清聴ありがとうございました

28

北海道支部

０11-271-4028

hkd@eccj.or.jp

Copy right(C)The Energy Conservation Center, Japan 2023
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